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内視鏡外科手術におけるAI自動技術評価システムの構築に関する研究

1．研究の対象

高知医療センターで2009年4月1日から2025年12月3旧の間に腹腔鏡下の大腸がん手術、
胃がん手術、胆嚢摘出術を受けられた成人の方

2．研究目的・方法

研究の目的：

内視鏡外科手術における、技術評価の客観的指標を構築することです。多施設の腹腔
鏡手術の手術動画を用いて、人工知能(Artificial intel l igence:以下AI)による要

素技術を導入することにより、客観的な評価指標の構築を目指します。客観的な技術
評価システムを構築することにより、これまで問題視されていた評価者の主観性への
課題に対する解決策になるとともに、客観的な技術評価によるフィードバックは、外
科医の技能向上や指導医育成に寄与し、AIによる技術評価の自動化は、評価者の負担
を軽減すると考えております。

研究の方法：高知医療センターで行った研究対象社の手術動画および、診療録から

の治療歴などの診療情報、術者情報などを抽出し、国立がん研究センター東病院にデ
ータを送付します。国立がん研究センター東病院ですでにこれまでに集めた他のデー
タとともに用いて、AIモデルを構築し、AIモデルが多術式において活用することがで
きるか検証を行うために利活用させていただきます。またAIによる手術画像認識モデ
ルを開発し、技能評価パラメータのアルゴリズムを構築します。構築されたアルゴリ
ズムにて申請動画を解析します。この解析結果と各学会の審査結果を比較することで、
AI自動技術評価のシステムを構築します。その後は、各学会の技術認定審査における

評価サポートシステムとしての利活用や、外科医への客観的データに基づいたフィー
ドバックシステム等、様々な活用を考えております。

研究実施期間：研究許可日から2028年3月31日

3．研究に用いる試料・情報の種類

収集項目は以下のとおりです。

手術動画、審査結果、術者情報、術式、年齢、身長、体重、診断、病期、既往歴、手
術時間、出血量、術中合併症、術後合併症、術後在院日数など

4．外部への試料・情報の提供

研究事務局への情報の提供は、パスワード設定されたポータブルHDDまたはクラウド
サービスを用いて送付することで行います。なお、提供される情報は匿名化され、対
応表は、当施設の研究責任者が保管・管理します。なお、本研究における共同研究施
















